
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
全
国
８
支
部
長
か
ら
新
年
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

届
い
て
お
り
ま
す
。
本
年
も
な
に
と
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

業
界
の
繁
栄
を
地
方
か
ら
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す

支部長から新年のご挨拶

����������	
���	�	��
���������
�

　

北
海
道
は
、
国

内
旅
行
者
の
活
発

な
動
き
、
大
型
ク

ル
ー
ズ
船
の
就

航
、
高
価
格
帯
の
旅
行
商
品
販
売
、
訪

日
旅
行
者
の
拡
大
な
ど
、
久
し
ぶ
り
に

明
る
い
光
が
差
し
込
み
ま
し
た
。
こ
の

機
を
上
手
く
と
ら
え
、
私
た
ち
の
業
界

が
繁
栄
す
る
一
年
に
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
。
支
部
活
動
の
活
性
化
と
支
部
会
員

相
互
の
連
携
強
化
に
よ
り
、
北
海
道
観

光
を
さ
ら
に
盛
り
上
げ
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

震
災
か
ら
3
年

が
過
ぎ
よ
う
と
す

る
な
か
、
東
北
の

観
光
に
対
し
て
ご

支
援
を
い
た
だ
き
、
心
よ
り
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。
昨
年
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
「
八
重

の
桜
」、「
あ
ま
ち
ゃ
ん
」、
宮
城
・
仙

台
と
秋
田
Ｄ
Ｃ
な
ど
復
興
支
援
の
後
押

し
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
年
度

は
、新
規
路
線
拡
大
等
を
有
効
に
活
用
、

お
客
様
の
拡
大
に
向
け
た
活
動
に
取
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動

も
先
頭
に
立
っ
て
進
め
て
ま
い
る
所
存

で
す
。
ま
だ
ま
だ
復
興
の
道
半
ば
、
引

き
続
き
東
北
へ
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
観
光

庁
、
関
東
お
よ
び

北
陸
信
越
運
輸
局

と
の
意
見
交
換
を

通
じ
、
業
界
の
課
題
な
ど
情
報
共
有
し

ま
し
た
。
本
年
も
官
民
と
の
連
携
、
現

場
の
意
見
を
活
か
し
課
題
解
決
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。
お
客
様
に
信
頼
い
た

だ
け
る
現
場
作
り
、
観
光
振
興
に
よ
る

交
流
促
進
、
地
域
活
性
化
を
目
指
し
業

界
の
発
展
に
向
け
取
り
組
む
所
存
で

す
。

　

昨
年
の
世
界

文
化
遺
産
登
録

「
富
士
山
」、
伊
勢

神
宮
「
式
年
遷

宮
」
に
続
き
、
3
月
に
は
中
部
国
際
空

港
Ｌ
Ｃ
Ｃ
２
社
が
新
た
に
就
航
予
定
。

２
０
１
５
年
に
は
待
望
の｢

北
陸
新
幹

線｣

開
業
と
観
光
資
源
は
他
に
勝
る
も

の
が
あ
り
ま
す
。
こ
の｢

利｣

を
活

か
し
、
本
年
も
人
材
育
成
と
地
域
貢
献

活
動
を
昨
年
に
引
き
続
き
重
点
と
し
、

会
員
相
互
の
交
流
と
連
携
を
図
り
、
業

界
の
発
展
と
地
位
向
上
に
寄
与
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

本
年
は
関
西
国

際
空
港
開
港
20
周

年
、
関
空
旅
博
10

周
年
と
い
う
節
目

の
年
で
す
。
海
外
渡
航
自
由
化
50
年
を

迎
え
、
海
外
旅
行
へ
の
関
心
を
さ
ら
に

高
め
て
い
く
た
め
に
も
、
関
空
旅
博
を

始
め
、
海
外
旅
行
委
員
会
ロ
ン
ド
ン
・

チ
ャ
ー
タ
ー
や
プ
レ
関
空
旅
博
ネ
ッ
ト

ワ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
等
を
実
施
し
、

需
要
喚
起
や
人
材
育
成
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
契
約
時
の
業
法
・
約
款
の
基
礎

知
識
講
座
や
社
会
貢
献
活
動
等
、
関
西

地
区
の
会
員
の
皆
様
と
一
体
と
な
っ
て

事
業
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

中
四
国
地
区
に

お
い
て
、
本
年

２
０
１
４
年
は

〝
観
光
の
波
〞
が

押
し
寄
せ
る
年
で
す
。
瀬
戸
内
海
国
立

公
園
制
定
80
周
年
を
迎
え
、
広
島
県
・

愛
媛
県
に
よ
る
「
瀬
戸
内
し
ま
の
わ

２
０
１
４
」、「
瀬
戸
内
し
ま
な
み
海
道
・

国
際
サ
イ
ク
リ
ン
グ
大
会
」、
ま
た
、
四

国
に
お
い
て
は
「
四
国
霊
場
１
２
０
０

年
」
事
業
が
展
開
さ
れ
、
四
国
の
お
遍

路
文
化
を
よ
り
多
く
の
人
に
知
っ
て
い

た
だ
く
な
ど
、
魅
力
あ
る
イ
ベ
ン
ト
が

展
開
さ
れ
ま
す
。
新
規
路
線
や
Ｌ
Ｃ
Ｃ

の
就
航
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
チ
ャ
ー
タ
ー

便
な
ど
も
計
画
さ
れ
、ツ
ー
ウ
ェ
イ
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
促
進
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
こ

の
好
機
・
い
い
波
を
捉
ま
え
、
業
界
と

地
域
の
観
光
振
興
に
尽
く
す
所
存
で
す
。

　

九
州
に
は
す
ば

ら
し
い
観
光
素
材

が
揃
い
、
ア
ジ
ア

と
近
い
位
置
に
も

あ
り
ま
す
。
東
南
ア
ジ
ア
と
の
航
空
直

行
便
も
増
加
傾
向
に
あ
り
、
同
方
面
か

ら
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
も
大
幅
に
増
加
し

て
い
ま
す
。
支
部
で
は
昨
年
タ
イ
旅
行

業
協
会
と
相
互
協
定
を
締
結
し
、
相
互

の
交
流
を
深
め
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

本
年
も
会
員
各
社
の
ご
協
力
を
得
な
が

ら
業
界
の
発
展
・
地
域
活
性
化
に
貢
献

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
は
新
石
垣

空
港
の
開
港
、
沖

縄
都
市
モ
ノ
レ
ー

ル
の
延
伸
着
工
、

沖
縄
特
例
通
訳
案
内
士
な
ど
イ
ン
フ
ラ

整
備
が
進
み
、
今
年
は
那
覇
空
港
国
際

線
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
と
ク
ル
ー
ズ
船
専

用
バ
ー
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
が
完
成
し

那
覇
空
港
第
2
滑
走
路
の
工
事
も
始
ま

り
ま
す
。
今
後
は
ソ
フ
ト
面
の
充
実
な

ど
会
員
各
社
、
行
政
、
関
係
団
体
ご
協

力
の
も
と
本
部
と
一
体
と
な
っ
た
事
業

を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

古
田

和
吉 

支
部
長

北
海
道
支
部

　

大
野

雅
利 

支
部
長

東
北
支
部

　

池
畑

孝
治 

支
部
長

関
東
支
部

　

佐
竹

晃 

支
部
長

中
部
支
部

　

髙
橋

広
行 
支
部
長

関
西
支
部

　

青
木

尚
二 

支
部
長

中
四
国
支
部

　

東

　良
和 

支
部
長

沖
縄
支
部

　

山
田

浩 

支
部
長

九
州
支
部

③タモン／ハガニア地区の主要ホテルと、ショッピングセンターなどを結ぶバスの名称は次のどれか？
　a　アイランドバス  b　赤いシャトルバス  c　トロピカルバス  d　チャモロバス


